
東京都国際交流コンシェルジュ（以下「コンシェルジュ」とい
う。）では、都内の公立学校が「自校らしい国際交流」を実現できる
よう、教職員に代わり、国際交流に関する幅広い業務をワンストップ
で行っています。

今年度から、一般財団法人東京学校支援機構（TEPRO）が、コン
シェルジュの管理及び運営を担うこととなりました。海外の学校の情
報提供、マッチング支援や相談対応、実施支援などのきめ細かいサ
ポートを通じ、都内公立学校における国際教育の更なる発展を支えて
まいります。

また、今月から「東京都国際交流コンシェルジュ通信」を発行し、
国際交流に関する情報を広くお伝えしていきます。御活用ください。

東京都国際交流コンシェルジュとは？
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令和３年度から、一般財団法人東京学校支援機構（TEPRO）が
「東京都国際交流コンシェルジュ事務局」の管理及び運営をしてい
ます。

学校単位の国際交流は、児童・生徒の異文化理解の促進、国際感
覚の醸成に大きな効果があることは広く知られています。

しかし、現実に国際交流を進めるには、相手先を探し、お互いの
状況や希望条件を理解し、外国語での連絡を重ねるなど、多くの事
務作業が必要です。こうした業務を担当する教職員をサポートする
のが、この国際交流コンシェルジュの役割です。

新型コロナウイルス感染症の影響により、海外渡航が難しく、他
国との繋がりが希薄になっている状況においても、異文化を学ぶこ
との重要性に鑑み、国際交流活動の支援を積極的に行ってまいりま
す。

東京都国際交流コンシェルジュは、都内公立学校と海外の学校と
の国際交流の窓口となります。交流先を開拓して情報提供するとと
もに、学校同士のマッチングや海外の学校との交渉・調整を行うな
ど、様々な工夫により変化に迅速に対応しながら、交流を支援して
まいります。

児童・生徒が、かけがえのない体験を通じて、より一層飛躍する
ことができるよう、是非、本事業の御活用をお願いいたします。

東京都国際交流コンシェルジュ通信創刊号
(令和３年９月発行）



東京都国際交流コンシェルジュ事務局の役割

国際交流に関する相談へのカウンセリングや、問合せ校に最適な交流内容、交流
先の提案等を行います。また、交流実施に当たっての必要な手続についての助言
も行います。原則として、電話、Eメールで相談を受け付けます。

学校からの相談対応

マッチング・交渉支援
「東京都国際交流支援システム」に登録された学校の交流希望条件を基に、シス
テム上で自動マッチングを行い、交流が可能な学校に関する情報提供を行うほか、
交流実現に向けた海外の学校との外国語での交渉・調整等も、学校に代わってコ
ンシェルジュが行います。
また、学校における交流活動の実施支援に加え、交流先の開拓を目的として、学
校間のマッチングイベ ントなどの交流イベントも行います。

東京都国際交流支援システムの運用

交流が可能な学校に関する情報等を掲載した「東京都国際交流支援システム」を
含む専用ウェブサイトの運用管理を行います。相手先の海外の学校に関する情報
は、順次登録数を増やしていくとともに、随時更新を行います。ログインには、
各都内公立学校に配付されているIDとパスワードが必要です。

新規交流相手先の開拓
都教育委員会が「教育に関する覚書」を締結している国や地域（カナダ、オース
トラリア、台湾等）の情報を収集することなどにより、都内公立学校の交流先と
なり得る対象を幅広く開拓します。

国際教育プログラムの運用
国際交流に係る教育プログラムの申込・調整に対応します。



大使館交流

※図は「国際交流事例集」(東京都教育委員会発行)より抜粋、一部変更

新型コロナウイルス感染収束後は、このような交流も可能！

✓ 海外の学校等の訪問受け入れ
✓ 海外派遣

【問合せ先】 【営業時間】
TEL：03-6685-9690 平日 9:00～17:00（年末年始は除く）
E-MAIL：tiec-edu@or.knt.co.jp 

【HP・システム】
https://www.tepro.or.jp/school/concierge.html

お問合せ

交流を実施！

来校者・来校手段・

交流時に使用する

電子データの確認

国際交流活動において、
学校に負担いただく費用については、

別途お電話またはEメールにて
説明させて頂きます。

その他御質問、御不明点につきましても、
お気軽にお問合せください！

交流先との時差や
それぞれの学校の
状況などについて
確認・相談し、
実施日と交流先を
決定

をチェック

オンライン交流

を実施！

ビデオチャット

作成した

カード等を

事務局へ

発送

カード交換（動画も可）

このような交流ができます！

※学校では、モニター（大型 TV やプロジェクター）と外部スピーカー
のみ御用意いただければ、その他の機材はコンシェルジュが用意します。



事例紹介

これまでの実績

よくあるお問合せ

令和2年度
校種別利用比率

昨今は、海外渡航や対面での国際交流が制限されていますが、そうした中でも、安全に
楽しく交流を行っている学校があります。
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Q 他の学校が実施した交流を参考にしたい！どこで見られるの？

A
東京都国際交流コンシェルジュHP（※）内に、昨年度の国際交流事例集を掲載しています。
是非御覧ください。

コンシェルジュにはどのように申し込んだらいいの？Q

A 学校ごとに配付されているIDとパスワードを使い、東京都国際交流コンシェルジュHP（※）内
のシステムから学校情報を御登録いただくか、コンシェルジュ事務局へお電話またはEメール
でご連絡ください。

※学校専用のID及びパスワードは事前に通知されています。不明な方はコンシェルジュ事務局にお問合せください。

ビデオチャット カード交換

その他の過去事例は、東京都国際交流コンシェルジュHP（※）より御覧いただけます。

オーストラリアの学校と
ビデオチャットでスピーチする児童

アメリカの学校から
グリーティングカードを

受け取った児童

オーストラリアの学校に
送付した

グリーティングカード

※東京都国際交流コンシェルジュHPはこちらから！→ https://www.tepro.or.jp/school/concierge.html


